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（2）訴訟の目的の価額 250,000 千円 
 
4． 今後の見通し 

当社は、同社からの請求に理由はないものと考えており、同社からの請求については争う方針であ

ります。この訴訟が当社の業績に与える影響を予測することは現時点では困難であり、万が一、影

響が発生する場合には、速やかにお知らせいたします。 
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